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彼は、コーヒーを啜りながら大気圏を脱出する

ための推力について考えを巡らせているよう

だ。

「そうか、現状のうまくない方法でソフトウェ

アの開発を進めながら、新しい方法を取り入れ

ようとするから引力を感じるんですね」

どうやら一つの答えを見出したようだ。

「たしかに、“引力”というのは“旧来のやり

方”だからね」

「事前に、メンバーが新しい方法で訓練を受け

ていれば引力は感じないはずですよね」

「そう。それが一つの答えだね。ただし、それ

が実現するには問題が２つある」

「２つですか？」

といって考え込んだ。

「そうか、誰が訓練を指導するかだ。

だって誰もうまくやったことが無いのだから、

教える人がいない」

「一つの問題はそこだね。そこでコンサルタン

トを頼む方法もあるのだが、必ずしも上手く

やった人とは限らないからね」

「もう一つあるんですよね」

「そう、ＣＭＭを読んだときの感想は？」

「何が出来れば良いのかは分かるのですが、ど

うすれば良いのか書いていないというのが感想

でした。あッそうか。“方法”を書いたテキス

トが作れないのだ。誰も上手くやった人がいな

いということは、事前に訓練する方法がないと

いうことですね」

「そうなんだ。もちろん、ここにもコンサルタ

ントを頼む方法があるが、現実の世界では教科

書通りには行かない。そうなると、現実の問題

を前にして応用することが求められる。そのと

き、自分たちの頭で考える習慣を持っていない

と、そこで行き詰まる」

「とうなると、我々の組織としては、別の方法

を考える必要があるということになりますね。

マスター、さっき２つ方法があると言われまし

たよね」

と言って、またコーヒーを飲みながら考え込ん

だ。

しばらくして、

「さっきのは、開発を止めて事前にトレーニン

グする方法だから、もうひとつの方法となる

と、現実の開発作業をやりながら、新しい方法

に取り組む方法ということにになりますか」

「なかなか、頭の回りは良いみたいだね」

「ただ、開発しながらというのは、現場の人た

ちには“負担”に感じてしまうようです」

「なぜ、“負担”に感じるのだろう？」

「みんな、今でも手一杯の状態なんですよね。

その上に要求仕様書やＰＦＤを書こうとか、要

件管理をきちんとやろうとかの話しが来るから

です」

「多くの人は、これを負担に

感じているんだろうね。で

も、このままでは何も変わら

ＣＭＭのV1.1が世に出てから既に１０年経った

が、日本の中では普及が進んでいるのだろう

か。ソフト会社では、営業のしやすさなどを考

えて、何とか取り組もうとしているようだが。

この店に来るソフトウェア・エンジニアの多く

はソフト会社の人なので、ＣＭＭへの動きは見

えているのだが、果たして、うまく取り組めて

いるかどうか。

さっきから、前のカウンターで２人のソフト

ウェア・エンジニアが、社内での取り組みの進

展具合について話しをしている。どうやら、現

場からは、「時間がない」とか「いまでも手一

杯の状態なのに・・」といった後ろ向きの声が

上がっているようだ。

「マスターはいつも、プロセスの改善は、仕事

が楽になることだ、と言われていますよね」

と、急にこっちに振ってきた。

「そうだよ。現実の混乱がプロセスに原因があ

るのだから、そのプロセスを改善すれば段取り

の悪さや、後戻りの作業が減少して、仕事が楽

になるわけだ」

「たしかに、その論法は分かるんですが、現実

には負担が増えるのです」

「実際にプロジェクトに取り組みながら、プロ

セス改善に取り組むのだから、ある期間は負担

が増えるのは当然だろう。ところで、いったど

んな負担が増えるというのかね」

「要求仕様を書いたり、ＰＦＤ*1を使ってプロ

セスを設計したりすることが負担になっている

ようです」

「なるほど、今まで書いていなかったことを書

こうというのだからね。負担に感じるのは当た

り前だね」

「それで結局、元に戻ってしまうのです」

「そこがおかしいんだね」

「はい、元に戻してもそこからは明日が見えな

いのですが。まるで引力に引き戻されるような

感じです」

「いいところに気がついたね。地球にいるとき

は引力なんて感じないけど、そこから飛び出そ

うとすると強烈な引力を感じる。それを振り切

るぐらいの推力がなければ大気圏外には出れな

い。“今の混乱の世界から抜け出せればいい

なぁ”程度の考えでは、この引力には勝てない

かもしれないね」

「その引力というのは、人によって強

さが変わるのですね」

「そうだね」

「地球上で長く仕事をしている人ほど、通常は

引力が強くなっているのかも知れませんね」

「一概には言えないけど、一般的にはそういう

ことだ。引力を弱める方法や強力な推力を持っ

ていれば、地球上の仕事の長さは障害にはなら

ないのだけどね」
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取り組みが遅かったり不十分だったりすると作業
が「２重」になり、結局は元に戻ってしまう

ないことは分かっているのかな。プロセスを変

えると言うことは、今やっていることをもっと

効率の良い方法に置き換えることだよ。たとえ

ばスケジュールは何時書いているかね？」

「そうですね、ＰＦＤを書く前にざっくり見積

もっています」

「じゃ、ＰＦＤの役目は何かね？」

「その時点で考えている作業の段取りの整理で

すかね」

「それじゃ、大した効果は感じないだろう。Ｐ

ＦＤの前に考えられている“段取り”というの

は練り上げられたものではないだろうから、そ

れと同じようなものをＰＦＤで書くことは“２

重の作業”に感じてしまうだろうな」

「“２重”の状態が負担に感じる原因ですね」

「要求仕様も、ちょっとぐらい丁寧さが加わっ

ただけでは、コーディングの段階に入ってから

の仕様変更に走り回る状態は解消していないだ

ろう」

「はい。前の方で要求仕様を書く時間が負担に

なっているようです」

「後ろの方で調整に走る作業が減るぐらいにな

れば、要求仕様のレビューの効率も上がるし、

テストケースの設計も早く着手できる。それが

イメージできれば、要求仕様の作成に以前より

も２倍の時間を投入しても、全体ではそれ以上

の時間を回収できるかもしれない」

「頭では分かっているのですが・・」

「ほ～、頭以外に分かる場所があるのかね？」

と皮肉を言ってみた。みんな言い訳が多過ぎ

る。言い訳したら、そこで思考が止まってしま

うことに気付いていない。

「身体の方がついていかなくて・・」

「それが習慣だね。水が周囲よりも低い方に流

れていくうちに川ができたように、いつの間に

か今のような仕事の仕方の川を作ってしまっ

た。今、その流れを変えようと、別の所に水路

を掘ってみたものの、肝心の水は以前の川の方

に流れてしまっているから、水路を掘ったこと

が負担になっている」

「新しい水路というのが“ＰＦＤ”ですよね」

「そう」

「それでシミュレーションすることで、上手く

流れることを確認するんですよね」

「でも折角作った水路に水は流れていない。な

ぜだか分かるか？」

さすがに、ここで行き詰まった。

本当は、身体がついていかないという問題では

なく、論理的な思考力の問題であることに、彼

はまだ気付いていない。

「ＰＦＤを書いたのは何時だといった？」

「おおまかなスケジュールを書いた後・・・。

そうか遅いんですね」

「そう、あなたたちは既存の川に水が流れ始め

てから新しい水路を掘っている。しかも傾斜が

計算されていない水路をね。ＰＦＤを書く練習

もせずに、ぶっつけ本番でまともな水路が掘れ

るかね」

「練習も含めて取り組むのが遅いんですね」

「“やらされている”という気持ちがあるから

取り組み方に工夫が出ないのだろう。もっと

も、言い訳は出るけどね」　　　　　　　■

PFD：Process Flow Diagram の略。構造化分析のDFDをヒントに

して私の方で表記を工夫したもの。
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て
、
夫
は
家
庭
で
の
子
供
の
教
育
か
ら
逃

げ
て
き
た
以
上
、
こ
う
な
る
こ
と
は
当
然

の
帰
結
か
も
し
れ
な
い
。
受
験
の
進
路
の

こ
と
も
、
就
職
の
相
談
も
、
全
部
母
親
が

お
膳
立
て
を
す
る
。
い
つ
も
母
親
が
“
先

回
り
”
し
て
い
る
た
め
、
息
子
は
何
も
考

え
な
く
て
も
良
い
。
こ
の
環
境
が
何
か
と

便
利
だ
か
ら
、
家
か
ら
出
な
い
で
「
シ
ン

グ
ル
」
を
決
め
込
む
。
困
っ
た
と
き
は
、

い
つ
で
も
母
親
が
気
を
利
か
せ
て
手
を
差

し
伸
べ
て
く
れ
る
。
こ
れ
で
は
息
子
は
自

立
し
な
い
。
ま
る
で
、
日
本
の
銀
行
と
同

じ
だ
。

　
　
　
　
＋
　
　
―
　
　
＋

　
一
方
で
、
娘
の
方
は
と
な
る
と
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
父
親
の
方
に
近
づ
い
て
い

る
。
母
親
と
す
れ
ば
、
結
婚
す
れ
ば
よ
そ

の
人
に
な
る
娘
に
自
分
を
託
す
わ
け
に
は

行
か
な
い
か
ら
、
つ
い
息
子
の
方
に
向
か

う
。
家
庭
の
中
で
放
っ
た
ら
か
し
に
あ
っ

て
い
る
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
娘
の

方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
＋
　
　
―
　
　
＋

　
そ
れ
で
も
父
親
に
接
す
る
機
会
が
多
い

娘
は
、
物
の
考
え
方
も
父
親
的
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
母
親
と
の
違
い
は
、
一
般

的
に
「
視
界
」
の
広
さ
で
あ
る
。
父
親
に

と
っ
て
は
今
夜
の
夕
食
の
メ
ニ
ュ
ー
が
問

題
で
は
な
く
、
五
年
後
に
今
と
同
じ
よ
う

に
食
事
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
方
が
問
題

な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
経
済
新
聞
や
経

済
雑
誌
か
ら
世
の
中
の
動
き
を
見
よ
う
と

す
る
。
仕
事
の
中
で
も
そ
の
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
　
　
　
＋
　
　
―
　
　
＋

　
実
際
に
電
車
に
乗
っ
て
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
は
、
日
経
新
聞
と
い
え
ば
“
お
じ
さ

ん
”
の
読
み
物
だ
っ
た
が
、
最
近
は
、
若

い
女
性
が
日
経
新
聞
を
読
む
姿
が
目
に
付

く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し

　
日
本
経
済
新
聞
の
Ｃ
Ｍ
は
、

少
し
前
か
ら
女
性
が
男
性
に
日

経
新
聞
を
読
む
こ
と
を
勧
め
る

シ
ー
ン
を
流
し
て
い
る
。
最
初

の
は
、
若
い
男
性
が
恋
人
か
ら

「
読
む
よ
う
に
！
」
と
い
っ
て

日
経
新
聞
を
渡
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
今
回
の
は
、
日
経

新
聞
を
読
ん
で
い
な
い
こ
と
で

別
れ
た
昔
の
彼
に
、
し
ば
ら
く

振
り
に
電
車
の
中
で
会
う
場
面

で
あ
る
。
彼
は
読
ん
で
い
た
漫

画
雑
誌
を
慌
て
て
背
中
に
隠
し

て
そ
の
場
を
取
り
繕
っ
た
。
そ

の
後
で
、
彼
女
は
振
り
返
っ
て

「
昔
の
彼
に
会
っ
た
。
や
っ
ぱ

り
ダ
メ
な
や
つ
」
と
切
っ
て
捨

て
る
の
で
あ
る
。
少
々
き
つ
い

感
じ
が
す
る
が
、
今
の
社
会
の

側
面
を
映
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

確
か
に
、
女
性
が
強
く
な
っ
た
。
と
い
う

よ
り
男
性
が
弱
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
Ｃ
Ｍ
で
は
誇
張
さ
れ
て
い
る
面
も
あ

る
が
、
全
く
架
空
の
話
で
は
な
い
。

　
　
　
　
＋
　
　
―
　
　
＋

　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
を
し
て
い

て
も
、
先
を
読
ま
な
い
男
性
が
多
く
な
っ

た
よ
う
に
感
じ
る
。
仕
事
の
手
は
ず
の
面

や
、
プ
ロ
セ
ス
改
善
の
取
り
組
み
だ
け
で

な
く
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
も
あ
ま
り

考
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
時
間
が
無

い
か
ら
と
言
っ
て
省
い
て
し
ま
い
、
か

え
っ
て
後
で
時
間
を
と
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
も
初
め
て
で
は
な
い
。

　
　
　
　
＋
　
　
―
　
　
＋

　
今
の
よ
う
な
仕
事
の
仕
方
を
し
て
い
て
、

五
年
後
、
一
〇
年
後
に
組
織
は
ど
う
な
る
の

か
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
中
で
自
分
の
役
割
は

あ
る
の
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

役
割
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
そ
し
て
そ
れ
に

自
分
は
応
え
る
事
が
で
き
る
の
か
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
考
え
て
い
な
い
人

（
主
に
男
性
）
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

職
場
の
ほ
と
ん
ど
が
男
性
と
い
う
こ
と
も
あ

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
あ
ま
り
に
も
目
先
の

事
し
か
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　
＋
　
　
―
　
　
＋

　
な
ぜ
、
日
本
の
社
会
は
。
こ
の
Ｃ
Ｍ
の
よ

う
に
な
っ
た
の
か
。
二
〇
年
も
前
か
ら
少
子

化
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
家
庭
で

の
子
供
は
平
均
し
て
二
人
以
下
で
あ
る
。
そ

の
中
で
、
男
子
と
女
子
に
対
す
る
親
の
接
し

方
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
男

子
の
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
母
親
が

密
に
接
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
は
な

い
か
。
母
親
が
息
子
に
対
し
て
自
分
の
将
来

を
託
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
中
に

は
、
“
べ
っ
た
り
”
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
い
。
息
子
の
た
め
に
身
を
粉
に

し
て
尽
く
し
て
い
る
。

　
　
　
　
＋
　
　
―
　
　
＋

　
そ
の
よ
う
な
家
庭
で
は
、
家
の
中
に
お
い

て
も
父
親
よ
り
も
母
親
の
方
が
強
い
か
も
知

れ
な
い
。
先
が
見
え
た
「
夫
」
よ
り
も
、

「
息
子
」
に
期
待
を
か
け
て
い
る
。
「
子
供

の
教
育
の
こ
と
は
妻
に
任
せ
た
」
と
言
っ

音音

に
崩
れ
た
例
も
少
な
く
な
い
。

　
い
や
、
こ
の
問
題
は
経
営
者
に
限
ら

な
い
。
労
働
者
も
生
産
性
が
悪
け
れ

ば
、
結
果
と
し
て
自
分
の
持
ち
時
間
の

す
べ
て
を
仕
事
に
投
入
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
れ
で
も
足
り
ず
納
期
に
間
に
合

わ
な
く
な
る
と
、
要
求
や
仕
様
の
解
釈

を
曲
げ
た
り
、
顧
客
の
落
ち
度
を
持
ち

出
し
て
は
自
己
の
遅
れ
を
正
当
化
し
た

り
す
る
。
そ
れ
が
成
功
す
る
と
、
不
足

の
技
術
を
カ
バ
ー
す
る
の
で
は
な
く
、

次
も
そ
の
方
法
で
か
わ
そ
う
と
す
る
。

　
多
く
の
仕
事
は
、
そ
れ
自
体
が
物
質

的
利
益
を
追
求
す
る
行
為
で
あ
る
だ
け

に
、
自
分
の
持
ち
時
間
の
中
で
、
人
格

を
維
持
す
る
た
め
の
時
間
を
持
つ
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
た
り
、
適
切
な
本
や
人
と
の
接
触

で
自
己
を
錬
磨
し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や

趣
味
の
時
間
を
持
つ
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
仕
事
の

仕
方
が
悪
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
時
間

を
持
つ
こ
と
す
ら
で
き
な
く
な
る
。

て
、
同
じ
く
ら
い
の
世
代
の
男
性
は
、
Ｃ
Ｍ

の
よ
う
に
、
漫
画
雑
誌
や
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
を

読
ん
で
い
る
層
も
少
な
く
な
い
。
傾
向
と
し

て
は
、
漫
画
雑
誌
を
読
む
男
性
が
増
え
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
よ
う
な
男
性
に

と
っ
て
は
、
同
年
配
の
女
性
が
怖
い
存
在
に

な
っ
て
い
る
。
例
の
Ｃ
Ｍ
は
、
こ
の
よ
う
な

兆
候
に
目
ざ
と
く
着
目
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
＋
　
　
―
　
　
＋

　
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
父
親
が
こ
の
よ
う

な
役
を
娘
に
果
し
て
い
る
と
言
う
つ
も
り
は

　
仕
事
は
、
そ
れ
を
生
計

の
手
段
と
す
る
か
ぎ
り
、

あ
る
意
味
で
は
物
質
的
利

益
を
追
求
す
る
こ
と
で
も

あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
物
質
的
利
益
の

追
及
そ
の
も
の
は
非
難
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
問
題
は
、
そ
れ
が
度
を
越
し

た
状
態
に
お
い
て
は
、
「
お
金
が
全

て
」
に
な
っ
た
り
し
て
、
人
格
を
損
ね

る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
Ｋ
Ｓ
Ｄ
は
、
資
金
が
潤
沢
に

な
っ
た
時
点
で
会
費
を
引
き
下
げ
な

か
っ
た
た
め
、
会
の
本
旨
を
見
失
い
、

単
な
る
予
算
執
行
機
関
と
な
っ
た
と
こ

ろ
に
政
治
家
が
入
り
込
む
隙
を
与
え
た

の
で
あ
る
。
成
功
の
過
程
で
関
係
者
の

人
格
が
卑
小
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
他
に
も
、
こ
の
よ
う
に
物
質
的
利

益
を
追
及
す
る
こ
と
だ
け
に
執
着
し
た

こ
と
で
、
判
断
を
誤
っ
た
例
は
幾
つ
も

あ
る
。
大
企
業
の
経
営
者
に
限
ら
ず
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
中
に
も
、
精
神
的

な
柱
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
で
、
簡
単

「
物
質
的
利
益
を
も
っ
ぱ
ら
追
及
す
る
よ
う
に
自
分
の
努
力

を
限
定
す
れ
ば
、
我
々
の
人
格
が
卑
小
な
も
の
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
は
必
然
で
あ
る
」
（
ア
レ
キ
シ
ス
・
カ
レ
ル
）

な
い
し
、
同
じ
よ
う
に
、
す
べ
て
の
母
親
が

息
子
に
対
し
て
長
期
の
視
点
で
物
を
考
え
る

習
慣
を
教
え
て
い
な
い
と
言
う
つ
も
り
は
な

い
。
だ
が
、
最
近
の
家
庭
の
中
で
こ
の
よ
う

な
「
母
親
対
息
子
。
父
親
対
娘
」
の
組
み
合

わ
せ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
女
子
の
社
会
進
出
が

あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
状
況
の
中
で
は
、
こ

の
傾
向
は
経
済
活
動
に
は
マ
イ
ナ
ス
に
働
く

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
■

ＣＭから見える家庭の変化
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